
岩田修さん 
川口淑さん 

 
行 政 相 談 委 員  

岩田修さん 
川口淑さん 

 行 政 相 談 委 員  

             国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
「
こ
う
し
て
ほ

し
い
」
、
「
困
っ
て
い
る
」
、
「
分

か
ら
な
い
」
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
 

総
務
省
で
は
、
全
国
に
行
政
相
談

の
た
め
の
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
寄
せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
声

が
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

  国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
国
民
の

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
る

「
行
政
相
談
」
。
総
務
省
で
は
受
け

付
け
た
相
談
に
対
し
て
、
公
正
・
中

立
の
立
場
か
ら
関
係
行
政
機
関
な
ど

に
必
要
な
斡
旋
を
行
い
、
そ
の
解
決

や
実
現
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

国
民
の
声
を
行
政
の
制
度
・
運
営
に

生
か
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
次
の

よ
う
な
内
容
の
相
談
で
す
。
 

●
年
金
の
支
給
が
遅
れ
て
い
る
の
で

困
っ
て
い
る
。
 

●
国
道
の
街
灯
な
ど
の
設
備
が
損
壊

し
て
い
る
の
で
修
復
し
て
欲
し
い
。
 

●
国
の
行
政
機
関
の
窓
口
職
員
の
対

応
が
横
柄
な
の
で
い
や
な
思
い
を

し
た
。
 

●
ど
こ
の
行
政
機
関
へ
相
談
し
て
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
。
 

た
と
え
ば
こ
ん
な
相
談 

こ
の
た
び
、
総
務
大
臣
よ
り
町
の

行
政
相
談
委
員
に
引
続
き
岩
田
修
さ

ん
（
宮
川
町
五
七
）
と
新
し
く
川
口

淑
さ
ん
（
門
間
六
六
六
）
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
 

行
政
相
談
委
員
と
は
、
国
の
行
政

機
関
や
N
T
T
な
ど
の
特
殊
法
人
の

仕
事
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
苦
情
や

要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
の
解
決
や
実

現
を
促
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
 

  ■
行
政
相
談
委
員
 

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
全
国

で
約
五
千
人
の
行
政
相
談
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
笠
松
町
で
は
、
岩

田
修
さ
ん
と
川
口
淑
さ
ん
が
自
宅
で
、

随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

■
行
政
苦
情
一
一
〇
番
 

総
務
省
岐
阜
評
価
事
務
所
 

岐
阜
市
金
竜
町
五
の
一
三
 

岐
阜
合
同
庁
舎
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で
は
、
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
 

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
 

h
ttp://w

w
w
.soum

u.go.jp/ 
hyouka/m

ail_uketsuke.htm

ど
こ
へ
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？
 

お
こ
ま
り
な
ら
ま
る
　
ま
る
く
じ
ょ
ー
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん
 

大
川
　
敦
 

廣
江
正
昭
 

奥
村
敬
宗
 

藤
田
祐
史
 

後

藤

良
一
 

坂
　
健
太
郎
 

長
谷
部
佳
哲
 （

第
一
分
団
団
員
） 

（
第
一
分
団
団
員
） 

（
第
一
分
団
団
員
） 

（
第
二
分
団
団
員
） 

（
第
二
分
団
団
員
） 

（
第
三
分
団
団
員
） 

（
第
三
分
団
団
員
） 

八
月
五
日
（日）
に
笠
松
町
民
米
野
運

動
場
で
開
催
さ
れ
る
「
消
防
感
謝
祭
」

第
五
十
六
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会

に
出
場
す
る
選
手
の
結
団
式
が
四
月

二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
町
消
防
団

入
団
式
に
続
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
消
防

技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
県
下
の
消
防
団
か

ら
、
三
十
一
チ
ー
ム
（
予
定
）
が
出

場
し
て
ポ
ン
プ
車
操
法
で
競
い
合
う

も
の
で
、
羽
島
郡
を
会
場
に
開
催
さ

れ
る
の
は
実
に
三
十
年
振
り
で
す
。

町
消
防
団
は
、
上
位
入
賞
を
目
指
し

大
会
当
日
ま
で
の
七
十
日
間
に
わ
た

り
厳
し
い
訓
練
に
励
ま
れ
ま
す
。
 

出
場
さ
れ
る
選
手
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

羽
島
郡
で
「
県
消
防
操
法
大
会
」
開
催 

　
　
　
上
位
入
賞
を
目
指
し
、 

出
場
選
手
結
団
式 

「 

」 

「
わ
が
ま
ち
を
災
害
か
ら
守
る
」 

使
命
を
胸
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

町
消
防
団
入
団
式 

町
消
防
団
入
団
式
が
四
月
二
十
一

日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
で

団
員
お
よ
び
関
係
者
約
百
二
十
人
が

出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。 

式
で
は
、
広
江
町
長
か
ら
「
町
民

の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
一
日

も
早
く
立
派
な
消
防
団
員
と
な
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
と

式
辞
が
あ
り
、
岩
田
団
長
か
ら
は
、

新
入
団
員
十
三
人
と
新
役
員
へ
辞
令

が
交
付
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
消
防
活
動

に
対
す
る
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、

「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
訓
練

な
ど
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
の

訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
安
田
町
議
会
議
長
、
山

田
町
内
会
連
合
会
会
長
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
団
員
は
防
火
、
防
災
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

新
入
団
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。 

（
敬
称
略
）
 

◎
第
一
分
団 

　
大
里
芳
宏
、楠
　
真
実
、戸
田
好
則

　
浅
野
剛
正
、長
尾
政
典
、小
池
友
哉 

◎
第
二
分
団
　 

　
大
月
宏
文
、山
田
真
嗣
、渡
辺
和
人

　
墨
　
知
行
、野
々
村一郎
、橋
本
充
弘 

◎
第
三
分
団
　 

　
森
　
康
行
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